
Shiga University Seeds  

 

健康・福祉 

【代表的な研究テーマ】 

□ 重症心身障害児・者の「伝えたい」を支える意思疎通支援  

 

■ 重症心身障害 

■ 意思疎通支援 

■ 生理心理学的指標 

■ 赤外線サーモグラフィ 

■ 教育・医療・福祉連携 

課題解決に役立つシーズの説明 

 発話や身体表現による表出が困難な重症心身障害児・者にとって、「伝えたい」「わかってほしい」とい

った気持ちを表現することは非常に難しく、多くは視線や表情、わずかな動きといった非言語的なサイン

に頼らざるを得ません。教育・医療・福祉の現場では、支援者がこうした微細な反応をもとに本人の意図

や状態を読み取ろうと努めていますが、判断は支援者の経験や勘に依存しやすく、属人性の高い支援と

なりがちです。 

 そこで私は、赤外線サーモグラフィカメラとパルスオキシメーターを用いた「生理反応の可視化」によっ

て、子どもの情動反応を客観的に把握する分析法の開発に取り組んできました。具体的には、支援者が

関わった際の鼻部の皮膚温や脈拍変動、表出行動といったデータを測定・解析し、「快・不快」「関わりへ

の関心の有無」などの状態を評価しています（下図）。その評価を支援者にフィードバックすることで、客

観的に反応に気づき、支援の方向性を考える“手がかり”として活用しています。 

 現在は、得られた生理データを AI がパターン解析し、「刺激に対する快・不快」を即座に判定するシス

テム構築も進めています（科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）「超重症児の意思疎通支援に

向けたリアルタイム情動反応解析システムの構築」（研究代表：石田基起）2025年 8月～2027年 3月）。

これにより、支援者は経験に左右されることなく、子どもの反応を根拠に基づいて理解し、より効果的な

関わりができるようになります。 

 この技術は、特別支援学校での実践を起点としながら、将来的には病院（例：重症児病棟の支援）や

福祉施設（放課後等デイサービス、訪問介護など）、さらには遷延性意識障害や脳機能障害などの発話

が困難な方への支援にも応用が期待されます。 

 
図．測定場面と分析イメージ 

【上記課題についての主な研究成果】 
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【プロフィール】 

●専門分野 
・障害児生理心理学 

・障害児教育 

●略歴 
＜学歴＞ 

・2025 年 3 月 

 兵庫教育大学大学院  
 連合学校教育学研究科修了 

 博士（学校教育学） 

＜職歴＞ 
・2017 年〜2023 年 

 大阪府立堺支援学校 
 大手前分校 教諭 

・2023 年〜2025 年 

 大阪府立藤井寺支援学校  
 教諭 

・2025 年〜現在に至る 

 滋賀大学教育学部 講師 

【主な社会的活動】 

●所属学会 
・日本特殊教育学会 

・日本重症心身障害学会 

・日本生理心理学会 
・日本育療育学会 

・日本小児保健協会 

●委員 
・滋賀県総合教育センター  

 トータルアドバイザー 
 事業：特別支援学校 ICT 活用 

・滋賀県教育委員会 

 インクルーシブ教育専門委員 

【連絡先】 

m-ishida@edu.shiga-u.ac.jp 

企業・自治体へのメッセージ 

 教育・医療・福祉の現場で、生理指標をもとに子どもの「伝えたい」を支える支援に取り組みます。 

 非接触で使えるサーモグラフィや心拍センサ、タブレット機器の開発、AI による反応解析、現場でのフ

ィードバック表示など、支援技術の様々な面で企業・自治体との連携の可能性があります。 

 以下のような企業・自治体との連携を希望しています： 

   •生理データを扱う医療機器メーカーとの共同開発 

   •教育委員会や福祉施設との実証フィールド連携 

   •遷延性意識障害や脳機能障害の方などへの応用可能性の調査 

 子どもたちの「伝えたい」に応える仕組みを、皆さまと一緒に形にできれば嬉しく思います。 


